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日
本
の
食
料
自
給
率
は
先
進
国
中
で
最
低
水
準
の
39
％

で
あ
り
、
我
々
の
食
べ
物
の
61
％
は
外
国
産
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
食
料
輸
入
大
国
で
あ
る
日
本
で
は
、
世
界

の
食
料
安
全
保
障
な
く
し
て
日
本
の
食
料
安
全
保
障
は
確

保
で
き
ま
せ
ん
。

　

世
界
の
人
口
は
、
現
在
73
億
人
で
す
が
、
２
０
５
０
年
に

は
95
億
人
前
後
に
増
加
す
る
見
通
し
で
す
。
新
興
国
に
お

け
る
経
済
成
長
や
所
得
水
準
の
向
上
も
相
ま
っ
て
、
中
長
期

的
に
は
世
界
の
食
料
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
今
よ
り
60
％
以
上
の
食
料
増
産
が
必
須
で
す
。
世

界
の
食
料
生
産
量
は
、
こ
れ
ま
で
需
要
量
に
対
応
し
て
増
加

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
耕
地
面
積
が
増
え
な
い
中
、
生

産
性
の
向
上
（
単
収
＝
単
位
面
積
あ
た
り
の
収
穫
量
の
上

昇
）
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
農
業
生
産
の
潜
在

能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
開
発
途
上
地
域
を
対
象

に
、
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
活
動
を
推
進
し
、
世
界
の
食

料
増
産
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

穀
物
等
の
国
際
価
格
は
、
生
育
期
の
天
候
や
需
給
動
向

に
よ
り
変
動
し
ま
す
。
世
界
の
食
料
生
産
量
は
、
大
規
模

な
自
然
災
害
や
異
常
気
象
に
よ
り
大
き
く
変
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
、
温
暖
化
の
進
行
に
伴
う
異
常
気
象
の
頻

発
や
新
興
・
再
興
性
の
家
畜
疾
病
や
病
害
虫
の
蔓
延
、
水

資
源
の
不
足
に
よ
り
、
世
界
的
に
農
作
物
の
生
産
条
件
が

悪
化
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
国

際
的
な
協
調
の
下
で
、
気
候
変
動
の
緩
和
及
び
適
応
と
い
っ

た
地
球
規
模
課
題
に
対
応
し
た
研
究
を
推
進
し
、
積
極
的

に
国
際
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
で
は
平
成
27
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
新
た

な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を
受
け
て
、
農
林
水
産

研
究
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
、
今
後
10
年
間
を
見
通
し
た

研
究
の
重
点
目
標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
農
林
水
産
業

研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
地
球
規

模
の
食
料
・
環
境
問
題
に
対
処
し
た
国
際
貢
献
を
行
う
た

め
、
気
候
変
動
等
の
地
球
規
模
課
題
へ
の
対
応
や
開
発
途

上
地
域
の
食
料
安
定
生
産
等
に
関
す
る
国
際
研
究
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
９
月
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
、「
飢
餓
を
終
わ
ら
せ
、
食
料
安
全
保
障
及
び
栄
養
改

善
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を
促
進
す
る
」
こ
と
が

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
一
つ
と
し
て
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
５
月
に
採
択
さ
れ
た
、
Ｇ
７
伊
勢

志
摩
首
脳
宣
言
で
は
、「
２
０
３
０ 

年
ま
で
に
開
発
途
上

国
に
お
け
る
５
億
人
を
飢
餓
及
び
栄
養
不
良
か
ら
救
い
出

す
と
い
う
我
々
の
目
的
の
達
成
に
向
け
，
関
連
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
及
び
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
，
具
体
的
行

動
に
共
同
で
携
わ
る
」
こ
と
が
コ
ミ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
実
施
に
は
、
全
て
の
国
の
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
役
割
を
果
た
す
、
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
国
際

的
な
農
林
水
産
研
究
を
包
括
的
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
日

本
国
内
の
中
核
的
機
関
と
し
て
、
海
外
と
の
窓
口
機
能
を

果
た
し
て
い
る
国
内
唯
一
の
研
究
機
関
で
す
。
昨
年
10
月

に
は
、
第
３
期
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
最
終
年
度
に

あ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、「
国
際
農
林
水
産
業
研
究
に
お
け

る
質
の
高
い
解
決
策
の
提
案
」
と
題
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
今
後
の
農
業
研
究
に
は
生
産
者
に
加
え

て
消
費
者
や
地
域
住
民
の
視
点
を
含
む
複
眼
的
な
思
考
が

必
要
で
あ
り
、
質
の
高
い
研
究
を
実
現
す
る
に
は
、
研
究

成
果
を
具
体
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
、

と
の
結
論
を
得
ま
し
た
。

　

今
後
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、「
世
界
の
中
の
日
本
」
を
意

識
の
中
核
に
持
つ
こ
と
で
、
行
動
力
と
実
効
性
の
あ
る
組

織
へ
と
更
な
る
深
化
を
続
け
る
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
与
え

ら
れ
た
使
命
を
全
う
す
る
た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
の
食
料
安
全
保
障
の
確
保
の
た
め
に　

　
　

～
第
４
期
中
長
期
計
画
で
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
～

理
事
長　
　

岩
永　

勝　
　

巻
頭
言
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２
０
１
６
年
３
月
２
日
、
農
林
水
産
省

は
「
国
立
研
究
開
発
法
人
国
際
農
林
水
産

業
研
究
セ
ン
タ
ー
中
長
期
目
標
」
を
定
め
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
の

五
ヵ
年
間
（
第
４
期
）
を
対
象
と
す
る
業
務

運
営
に
関
す
る
目
標（
以
下「
中
長
期
目
標
」）

を
指
示
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
で
は
示

さ
れ
た
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
第
四
期
中

長
期
計
画
を
策
定
し
、
国
か
ら
承
認
を
受
け

ま
し
た
。

１
．
第
４
期
中
長
期
目
標
の
特
徴

　

中
長
期
目
標
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
役

割
に
つ
い
て
，
こ
れ
ま
で
も
期
待
さ
れ
実
施

し
て
き
た
「
農
林
水
産
業
の
潜
在
能
力
が
十

分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
開
発
途
上
地
域
を

対
象
と
し
て
、
地
域
の
自
然
環
境
に
も
配
慮

し
つ
つ
、
持
続
性
の
高
い
農
林
水
産
業
を
構

築
し
、
世
界
の
食
料
増
産
を
推
進
す
る
研
究

開
発
の
中
核
的
な
役
割
」
に
加
え
、
こ
れ
ま

で
培
っ
た
開
発
途
上
地
域
と
の
関
係
を
活
か

し
た
「
科
学
技
術
を
通
し
た
外
交
に
お
い
て

も
重
要
な
役
割
」
を
果
た
す
こ
と
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
課
題
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
関
し
、
単
に
開
発
途
上
地
域
を

意
識
し
た
研
究
開
発
を
行
う
の
で
は
な
く
、

我
が
国
の
農
林
水
産
研
究
の
高
度
化
へ
の
貢

献
や
我
が
国
の
企
業
や
生
産
者
が
利
用
で
き

る
よ
う
な
知
見
や
技
術
シ
ー
ズ
に
つ
い
て
情

報
の
提
供
や
現
地
で
の
支
援
な
ど
も
期
待
さ

れ
、
ア
フ
リ
カ
開
発
支
援
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・

フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
戦
略
と
い
っ
た

政
府
の
進
め
る
重
要
施
策
と
の
連
携
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
研
究
開
発
成
果
の

最
大
化
を
計
る
と
と
も
に
研
究
以
外
の
業
務

の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
セ
グ
メ
ン
ト
管

理
と
い
う
考
え
方
、
す
な
わ
ち
セ
グ
メ
ン
ト

と
い
う
事
業
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
評
価
す
る

手
法
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
で

は
第
３
期
中
期
計
画
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
を
導
入
し
、
そ
れ
ま
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
の
実
施
体
制
を
改
め
、
外

部
評
価
の
単
位
と
し
て
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
総
括
す
る
た
め
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

設
け
、
予
算
管
理
、
人
員
配
置
、
成
果
管
理
、

評
価
を
一
元
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
セ

グ
メ
ン
ト
管
理
に
よ
り
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
み
な
ら
ず
、
企
画
連
携
推
進
業
務
及
び
情

報
収
集
分
析
に
つ
い
て
も
評
価
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

第
４
期
中
長
期
計
画
で
目
指
す
も
の

研
究
戦
略
室
長
　
　
土
居
　
邦
弘
　
　

図 1　第４期中長期計画におけるプログラムの構成

上位目標
理念

A 資源・環境管理

プログラム

旗艦プロジェクト

気候変動対応

アフリカ流域管理

アジア・島嶼資源管理

BNI活用

B 農産物安定生産

プログラム

旗艦プロジェクト

アフリカ食料

不良環境耐性作物開発

高バイオマス資源作物

病害虫防除

C 高付加価値化

プログラム

旗艦プロジェクト

フードバリュー
チェーン

アジアバイオマス

農山村資源活用

価値化林業

熱帯水産資源

D 情報収集分析

プログラム

食料栄養バランス

目的基礎研究

研究動向・現地情報
の収集・提供

JIRCASの使命
設置目的
中長期目標

4JIRCAS NEWS　2016.11 No.795 JIRCAS NEWS　2016.11 No.79

特 集 第4期中長期計画の研究特 集 第4期中長期計画の研究 特 集 第4期中長期計画の研究

JIRCAS_NEWS_2016_11_jp.indd   4 2016/10/24   16:47:25



２
．�

第
４
期
中
長
期
計
画
に
お
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容

　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
実
施
す
る
研
究
課
題
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
５
年
３
月
に
農
林
水
産

省
農
林
水
産
技
術
会
議
が
国
際
的
な
取
り
決

め
や
研
究
動
向
、
国
内
外
の
農
林
水
産
業
の

課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
農
林
水
産

研
究
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」）
に

お
い
て
、
気
候
変
動
等
の
地
球
的
規
模
課
題

へ
の
対
応
及
び
開
発
途
上
地
域
の
食
料
安
定

生
産
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ

Ａ
Ｓ
で
は
、２
０
１
４
年
度
、中
期
戦
略
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
設
置
し
、
第

３
期
中
期
計
画
で
の
研
究
成
果
を
評
価
し
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
研
究
課
題
や
対
象
地
域

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
に

は
、
全
研
究
職
員
参
加
の
下
、
研
究
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
第
４
期
中
長
期
期
間
に

相
応
し
い
研
究
テ
ー
マ
を
募
集
し
、
Ｗ
Ｇ
を

発
展
さ
せ
た
中
長
期
計
画
検
討
会
議
に
お
い

て
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
基
本
計
画
に
加
え
、

国
連
の
定
め
た
持
続
的
な
開
発
の
た
め
の

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
、
こ
れ
ま
で
収
集
し

て
き
た
国
際
研
究
情
報
や
動
向
の
分
析
を
加

味
し
て
、
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
研
究
課
題

を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
開
発
途

上
地
域
に
お
け
る
持
続
的
な
資
源
・
環
境
管

理
技
術
の
開
発
（
資
源
・
環
境
管
理
）、
②

熱
帯
等
の
不
良
環
境
に
お
け
る
農
産
物
の
安

定
生
産
技
術
の
開
発
（
農
産
物
安
定
生
産
）、

③
開
発
途
上
地
域
の
地
域
資
源
等
の
活
用
と

高
付
加
価
値
化
技
術
の
開
発
（
高
付
加
価
値

化
）
及
び
④
国
際
的
な
農
林
水
産
業
に
関
す

る
動
向
把
握
の
た
め
の
情
報
の
収
集
、
分
析

及
び
提
供
（
情
報
収
集
分
析
）
の
４
つ
を
第

４
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
５
年
間
の
工
程
表
を
策
定
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と

に
毎
年
度
の
目
標
を
定
め
、
最
終
年
度
に
は

社
会
実
装
を
念
頭
に
お
い
た
研
究
成
果
を
達

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

３
．
情
報
収
集
分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

世
界
の
食
料
生
産
、
農
産
物
市
場
、
食
料

需
給
、
栄
養
供
給
を
め
ぐ
る
問
題
は
極
め
て

複
雑
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
地
球
規
模

の
気
候
変
動
や
国
際
社
会
・
経
済
の
動
き
な

ど
の
影
響
を
受
け
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
農
林
水
産
業

が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現

状
分
析
や
技
術
ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
る
課
題
の

把
握
と
将
来
予
測
、
研
究
成
果
の
波
及
効
果

の
分
析
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
研
究
や

技
術
開
発
に
的
確
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
、
効

果
的
な
国
際
共
同
研
究
を
う
な
が
し
、
研
究

開
発
成
果
の
最
大
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

情
報
収
集
分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
他
の
３

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
際

図２　プログラム D と他の研究プログラムとの関係

「食料栄養バランス
プロジェクト」の実施

「情報の収集・分析・提供」
の強化

「目的基礎研究」
の推進

プログラム A

プログラム C

プログラム B

プログラムD

 国際機関の動向
 開発途上国のニーズ
 国際農林水産研究情報
 アジア、アフリカの現地情報
 組織的な情報の発信と連携

現状分析

将来予測
研究戦略

技術シーズ開発

イノベーション提案
最新情報

情報交流

研究者、行政機関、企業、共同研究機関など

問題把握

ププ

研究開発効果の評価
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的
な
研
究
開
発
の
展
開
方
向
を
探
る
た
め
に

次
の
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

◀� 　

国
際
的
な
食
料
需
給
と
栄
養
供
給
の
計

量
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
現
状
分
析
や
将
来

予
測
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
食
料

安
全
保
障
を
確
立
し
、
栄
養
状
況
を
改
善

す
る
た
め
の
研
究
・
技
術
開
発
の
方
向
性

を
示
し
ま
す
。【
食
料
栄
養
バ
ラ
ン
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
】

◀� 　

新
た
な
発
想
に
基
づ
く
「
目
的
基
礎
研

究
」
等
を
推
進
し
、
農
林
水
産
業
・
食
品

産
業
分
野
に
お
け
る
技
術
革
新
や
新
事
業

の
創
出
な
ど
、
将
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
る
技
術
シ
ー
ズ
を
開
発
し
ま
す
。

◀� 　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て

き
た
研
究
・
技
術
開
発
の
効
果
を
解
析
し
、

将
来
に
向
け
た
研
究
戦
略
を
他
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。

◀� 　

世
界
の
農
林
水
産
業
の
研
究
や
技
術
開

発
に
関
す
る
情
報
を
、
研
究
者
、
行
政
機

関
、民
間
企
業
等
に
広
く
提
供
す
る
た
め
、

次
の
情
報
の
収
集
・
分
析
、
組
織
的
な
情

報
発
信
と
連
携
を
行
い
ま
す
。 

　

・
国
際
機
関
の
動
向

　

・�

開
発
途
上
国
の
ニ
ー
ズ

　

・�

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
現
地
情
報

　

・�

組
織
的
な
情
報
の
発
信
と
連
携

 

４
．�

世
界
の
食
料
需
給
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

評
価
（
食
料
栄
養
バ
ラ
ン
ス
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
開
発
途
上
地
域

に
お
け
る
作
物
の
生
産
お
よ
び
消
費
者
へ
の

栄
養
素
供
給
の
状
況
を
把
握
し
、
食
料
の
需

要
・
供
給
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
分
析
し
ま

す
。
ま
た
、
気
象
条
件
の
突
然
の
変
化
・
作

付
面
積
の
急
減
・
技
術
革
新
と
い
っ
た
生
産

量
の
変
動
要
因
や
、
食
料
の
需
要
に
影
響
を

与
え
る
社
会
経
済
的
要
因
を
考
慮
し
、
将
来

の
食
料
需
給
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
予
測
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
食
料
需
給
・
栄
養
バ
ラ

ン
ス
分
析
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た

研
究
・
技
術
開
発
の
効
果
も
中
長
期
的
視
点

か
ら
測
定
・
評
価
す
る
こ
と
で
、
世
界
の
食

料
安
全
保
障
と
栄
養
改
善
に
つ
な
が
る
研
究
・

技
術
開
発
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

図３　食料栄養バランスプロジェクトの概念図

栄養バランス

食料需給

栄養
供給量消費量需要量供給量生産量

必要
栄養量

卸売
価格

小売
価格

収量

作付
面積

• 肥料価格
• 賃金
• 生産者価格
• 生産技術

• 気象条件
• 生産技術 • 飼料・燃料利用

• ロス

• 他食品
• 調理法
• 廃棄

• 輸出入量
• 在庫量
• ロス

• GDP
• 人口

6JIRCAS NEWS　2016.11 No.797 JIRCAS NEWS　2016.11 No.79

特 集 第4期中長期計画の研究 特 集 第4期中長期計画の研究

JIRCAS_NEWS_2016_11_jp.indd   6 2016/10/24   16:47:26



　

今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ

の
５
年
間
の
中
長
期
計
画
で
は
、
研
究
業
務

の
一
つ
と
し
て
「
開
発
途
上
地
域
に
お
け
る

持
続
的
な
資
源
・
環
境
管
理
技
術
の
開
発
」

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
及
び

ア
フ
リ
カ
地
域
を
中
心
と
す
る
開
発
途
上
地

域
で
は
、
我
が
国
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
気
候
変
動
や
極
端
現
象
、
砂
漠
化
や
塩
害

な
ど
農
業
環
境
の
劣
化
等
、
地
球
規
模
的
課

題
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。「
資

源
・
環
境
管
理
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
地
研

究
機
関
等
と
共
同
で
農
業
技
術
の
開
発
を
進

め
る
と
と
も
に
、
農
家
ほ
場
で
の
実
証
試
験

や
現
地
普
及
組
織
等
と
の
連
携
を
通
じ
て
技

術
の
普
及
・
定
着
を
図
り
、
こ
の
研
究
業
務

に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
資
源
と
は
、
水
、
土
壌
、
植
生
、

肥
料
な
ど
を
指
し
ま
す
。
農
業
生
産
活
動
で

は
、
こ
れ
ら
資
源
を
持
続
的
に
管
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
管
理
が
う
ま
く
い

か
ず
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）

の
排
出
、
肥
料
の
過
剰
施
用
、
不
健
全
な
養

分
循
環
、
塩
類
集
積
や
地
下
水
位
の
低
下
、

森
林
の
減
少
、
土
壌
侵
食
な
ど
、
様
々
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
図
１
で
は
、

ま
ず
「
地
球
」
の
周
り
の
内
円
に
こ
れ
ら
の

問
題
を
挙
げ
、
資
源
・
環
境
管
理
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
方
策
と
し
て
開
発
す
べ
き
技
術

を
、
図
の
外
円
に
示
し
ま
し
た
。
技
術
開
発

の
た
め
の
活
動
は
、「
気
候
変
動
対
応
」、「
ア

フ
リ
カ
流
域
管
理
」、「
ア
ジ
ア
・
島
嶼
資
源

管
理
」、「
Ｂ
Ｎ
Ｉ
活
用
」の
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１
．
気
候
変
動
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
玉
と
な
る
旗
艦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
の
で
、
少
し
詳
し
く
説
明
し

ま
し
ょ
う
。

　

気
候
変
動
に
対
す
る
国
際
的
な
取
り
組
み

が
果
敢
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５

年
12
月
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
）
の
パ
リ
協

定
で
は
、
地
球
の
平
均
気
温
を
産
業
革
命

以
前
の
＋
２
℃
に
確
実
に
抑
え
、
さ
ら
に

+

1.5
℃
以
下
へ
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
対
し
て
は
、

こ
の
厳
し
い
目
標
に
向
け
た
活
動
の
具
体
化

の
た
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
に
つ
い
て
の
各

国
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
特
別
報
告
書
を

提
供
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

京
都
議
定
書
に
続
く
２
０
２
０
年
以
降
の
新

し
い
温
暖
化
対
策
の
枠
組
み
を
決
め
る
も
の

農
業
と
地
球
環
境
問
題
の
解
決
の
た
め
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
資
源
・
環
境
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
資
源
・
環
境
管
理
）　
　
飛
田
　
哲
　
　

図１　第 4 期の資源・環境管理プログラムが取り組む地球規模課題とプロジェクトによる技術開発の構成
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で
す
。
さ
て
、
農
業
分
野
か
ら
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
は
、
人
間
活
動
全
体
の
う
ち
約
14
％
を

占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
温
室
効

果
の
高
い
メ
タ
ン
と
一
酸
化
二
窒
素
は
、
人

為
発
生
源
の
半
分
を
農
業
に
関
わ
る
活
動
が

占
め
て
い
ま
す
。
温
暖
化
対
策
に
お
い
て
、

農
業
に
係
る
技
術
開
発
は
た
い
へ
ん
重
要
で

す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
前
中
期
計
画
（
平
成
23

年
～
27
年
度
）
で
は
、
水
田
に
お
け
る
水
管

理
や
家
畜
飼
養
管
理
の
改
善
に
よ
る
メ
タ
ン

削
減
、
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ

Ｍ
）
の
活
用
に
よ
る
低
炭
素
型
農
村
開
発
モ

デ
ル
の
確
立
を
目
標
に
し
た
緩
和
策
、
気
象

予
測
に
応
じ
て
最
適
作
付
時
期
を
与
え
る
意

思
決
定
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の
適
応
策
、
さ
ら

に
コ
メ
の
需
給
モ
デ
ル
を
骨
格
に
用
い
た
気

候
変
動
の
影
響
評
価
に
か
か
わ
る
研
究
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
数
多
く
の
成

果
が
得
ら
れ
実
証
試
験
も
進
み
ま
し
た
。

　

今
中
長
期
計
画
期
間
（
平
成
28
年
～
32
年

度
）
で
は
、
こ
れ
ら
成
果
の
最
大
化
を
目

指
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
水
田
に
お
い
て

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ

て
い
る
節
水
灌
漑
技
術
Ａ
Ｗ
Ｄ
（alternate 

w
etting and drying

）
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
広
域
へ
の
普
及
を
目
指
し
た
技
術
開
発

を
ベ
ト
ナ
ム
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で
行
な
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
で
発
生
す
る

未
利
用
・
低
利
用
資
源
の
活
用
技
術
と
Ａ

Ｗ
Ｄ
と
を
組
合
せ
、
地
域
環
境
・
地
球
環

境
の
改
善
と
農
家
の
生
計
向
上
の
両
立
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
農
家
レ
ベ
ル
で
普
及

が
始
ま
っ
て
い
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
生
装
置

（
Ｂ
Ｄ
）
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
タ

ン
排
出
の
削
減
に
寄
与
し
ま
す
。
畜
産
分

野
で
は
、
稲
わ
ら
等
の
地
域
の
未
利
用
・

低
利
用
資
源
を
活
用
し
、
牛
生
産
に
由
来

す
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
の
抑
制
技
術
を
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
で
開
発
し
ま
す
（
図
２
）。

　

気
候
変
動
へ
の
適
応
技
術
の
開
発
と
し
て

は
、
以
下
の
３
つ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す

（
図
３
）。
１
つ
は
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
地
域
に
お

け
る
極
端
現
象
に
よ
る
災
害
被
害
へ
の
適
応

策
の
開
発
と
経
済
評
価
で
す
。
土
木
的
な
防

災
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
困
難
な
開
発
途
上

地
域
に
お
い
て
、
農
家
経
営
を
災
害
か
ら
守

る
農
作
物
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
の
設
計

等
の
適
応
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
適
応

策
が
被
害
の
軽
減
に
及
ぼ
す
効
果
を
調
べ
ま

す
。
２
つ
目
は
、
開
発
途
上
地
域
で
重
要
な

天
水
稲
作
に
関
す
る
栽
培
農
家
の
意
思
決
定

支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
す
。
こ
れ
ま
で
他

の
国
際
機
関
等
と
共
同
開
発
し
て
き
た
同
シ

ス
テ
ム
を
さ
ら
に
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
、

天
水
稲
作
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

３
つ
目
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
乾
燥
地
で
の

干
ば
つ
へ
の
対
応
力
向
上
を
目
指
し
た
技
術

の
開
発
で
す
。
水
源
か
ら
ほ
場
ま
で
の
、
灌

漑
地
域
全
体
と
し
て
の
水
利
用
効
率
向
上

技
術
を
開
発
す
る
ほ
か
、
農
家
が
取
り
組
み

可
能
な
節
水
型
営
農
技
術
を
開
発
・
提
案
し

ま
す
。

２
．�

ア
フ
リ
カ
流
域
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
地
域
で

は
、
農
地
拡
大
と
薪
炭
材
確
保
の
た
め
に
森

林
伐
採
が
続
い
て
お
り
、
土
壌
侵
食
を
始
め

と
す
る
土
地
劣
化
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ

の
危
険
度
が
最
も
高
い
ス
ー
ダ
ン
サ
バ
ン
ナ

図２ 気候変動対応の緩和策技術の統合例

図３ 気候変動対応の適応策の技術要素
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帯
の
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
中
央
台
地
と
エ
チ
オ

ピ
ア
高
原
で
（
図
４
）、
流
域
を
単
位
と
し

土
壌
・
水
・
植
生
等
の
資
源
を
有
効
に
保

全
・
管
理
・
利
用
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を

行
い
ま
す
。
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
中
央
台
地
で

は
、
集
約
型
農
林
牧
土
地
利
用
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
の
基
盤
技
術
を
提
案
し
ま
す
。
モ

デ
ル
式
を
用
い
、
技
術
の
導
入
が
資
源
利
用

効
率
に
与
え
る
影
響
、
さ
ら
に
農
家
所
得
や

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
評
価
し

ま
す
。
一
方
、
エ
チ
オ
ピ
ア
高
原
地
帯
で
は

森
林
の
減
少
が
農
業
環
境
や
農
村
の
生
活
環

境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
森
林
保

全
の
た
め
の
技
術
開
発
を
進
め
土
地
利
用
制

度
の
あ
り
方
を
検
討
し
つ
つ
、
持
続
的
で
複

合
的
な
森
林･

農
地
管
理
技
術
を
構
築
し
ま

す
（
図
５
）。

３
．�

ア
ジ
ア
・
島
嶼
資
源
管
理
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

中
央
・
南
ア
ジ
ア
の
乾
燥
地
域

と
太
平
洋
島
嶼
地
域
は
と
も
に
、

水
資
源
の
農
業
利
用
と
い
う
点
で

脆
弱
で
あ
り
、
塩
類
集
積
や
地
下

水
汚
染
な
ど
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
続
的
で
有
効

な
資
源
管
理
・
利
用
技
術
を
開
発

し
ま
す
。
前
者
で
は
塩
害
の
進
行

が
大
き
な
問
題
で
あ
り
（
図
６
）、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
中
北

部
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
低
コ
ス

ト
の
排
水
改
良
等
の
土
壌
・
水
管

理
に
よ
る
緩
和
策
、
ま
た
作
付
体
系
の
改
善

や
耐
塩
性
作
物
の
育
成
に
よ
る
適
応
策
に
係

る
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
パ
ラ
オ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
島
嶼
に
お
い

て
、
森
林
か
ら
沿
岸
水
域
に
お
け
る
生
態
系

機
能
の
保
全
に
配
慮
し
、
流
域
に
お
け
る
水

と
土
壌
や
栄
養
塩
類
の
動
態
解
明
を
通
じ

て
、
適
正
な
土
地
利
用
や
肥
培
管
理
法
を
提

案
し
ま
す
。

４
．
Ｂ
Ｎ
Ｉ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

土
壌
中
の
微
生
物
に
よ
っ
て
、
ア
ン
モ

ニ
ア
態
窒
素
（N

H
4 -N

）
は
硝
酸
態
窒
素

（N
O
3 ︲N

）
へ
と
酸
化
さ
れ
ま
す
（
硝
化
）。

肥
料
等
に
よ
っ
てN

H
4 -N

が
多
量
に
農
地

に
投
入
さ
れ
て
い
る
現
代
で
は
硝
化
速
度
が

速
く
な
り
過
ぎ
て
お
り
、
作
物
に
吸
収
さ
れ

る
前
に
窒
素
が
溶
脱
し
て
地
下
水
を
汚
染

し
、
硝
化
の
途
中
で
強
力
な
Ｇ
Ｈ
Ｇ
で
あ
る

一
酸
化
二
窒
素
が
発
生
す
る
な
ど
の
問
題

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
生
物
的
硝
化
抑
制

（Biological	N
itrifi	cation	Inhibition

、
略

し
て
Ｂ
Ｎ
Ｉ
）
は
、
植
物
が
根
か
ら
物
質
を

分
泌
し
土
壌
中
の
硝
化
作
用
を
抑
制
す
る
作

用
を
い
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
基
礎
研
究
成
果
を
活
用
し
、
Ｂ
Ｎ

Ｉ
能
強
化
作
物
品
種
の
開
発
（
コ
ム
ギ
と
ソ

ル
ガ
ム
）
や
農
家
ほ
場
で
の
Ｂ
Ｎ
Ｉ
の
効
果

的
利
用
技
術
開
発（
ブ
ラ
キ
ア
リ
ア
属
牧
草
）

に
向
け
て
研
究
を
進
め
、
植
物
自
身
の
Ｂ
Ｎ

Ｉ
能
を
活
用
し
た
、
持
続
的
で
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す

（
図
７
）。

図４ アフリカの土壌侵食危険度マップ

ブルキナファソ 

中央台地 

エチオピア 

高原地帯 

図 7　 植物による硝化抑制（BNI）能を活用した資源・環境管理の概念図

図 6　インドの塩害地。塩に強い雑草のみが生息する。

図 5　森林と農地の一体的保全が求められるエチオピア高原

硝化菌

植物による吸収

溶脱

土壌
粒子
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減少減少減亜酸化窒素
強力な温室効果ガス

水圏域環境の汚染

農地農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
土壌

吸
着

硝化菌
ンモニア態
窒素

吸吸吸
着着着

硝化抑制物質

農地農地農農農地
土土壌壌壌壌壌壌壌壌壌壌

硝化抑

根から分泌

阻害作用害

窒素窒素

用用用

の汚染染

減少減減少
遅くなる

硝化スピード
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Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
第
４
期
中
長
期
計
画
に

示
さ
れ
て
い
る
「
熱
帯
等
の
不
良
環
境
に
お

け
る
農
産
物
の
安
定
生
産
技
術
の
開
発
」
に

対
応
す
る
の
が
、
農
産
物
安
定
生
産
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
開
発
途
上
地

域
で
は
、
低
肥
沃
度
や
乾
燥
な
ど
の
不
良
環

境
の
た
め
に
農
業
生
産
の
潜
在
能
力
が
十
分

に
発
揮
で
き
て
お
ら
ず
、
必
要
な
食
料
、
栄

養
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
開
発
途
上
地
域
に
お
け
る
農
産

物
の
生
産
性
向
上
と
栄
養
改
善
に
向
け
て
、

熱
帯
な
ど
に
お
け
る
不
良
環
境
条
件
下
で
農

産
物
を
安
定
的
に
生
産
す
る
技
術
を
開
発
し

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
第
３
期
中
期
計
画
で
推

進
し
て
き
た
食
料
安
定
生
産
に
関
す
る
研
究

成
果
を
も
と
に
、
国
内
外
の
関
係
機
関
と
連

携
し
た
国
際
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
不
良
環

境
で
も
生
産
性
が
高
い
育
種
素
材
や
農
業
技

術
の
開
発
、
実
証
試
験
を
行
う
と
と
も
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
解
説
資
料
な
ど
を
作
成
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
開
発
技
術
を
品
種
開
発
関
係

者
や
行
政
部
局
、
農
民
に
対
し
て
速
や
か
に

普
及
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
試
験
研
究

な
ら
び
に
開
発
技
術
の
普
及
を
推
進
し
研
究

成
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発

途
上
地
域
に
お
け
る
農
産
物
の
生
産
性
向
上

と
栄
養
改
善
、
さ
ら
に
は
世
界
の
貧
困
撲
滅

と
平
和
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
世
界
的
な
農
産
物
の
安
定
生
産
を
通
じ

た
我
が
国
へ
の
食
料
安
定
供
給
に
も
寄
与
し

ま
す
。

　

農
産
物
安
定
生
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
図
１
に
示
し
た

よ
う
に
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
農
産
物
安
定
生
産
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
心
と
な
る
旗
艦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ア
フ
リ
カ
食
料
」、
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

 

開
発
途
上
地
域
に
お
け
る
農
産
物
の
安
定
生
産
に
向
け
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
農
産
物
安
定
生
産
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
農
産
物
安
定
生
産
）　
　
中
島
　
一
雄
　
　

図１　農産物安定生産プログラムの概要
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１
．
ア
フ
リ
カ
食
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ア
フ
リ
カ
食
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
連

が
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」
の
２
番
目
の
目
標
で
あ
る<

飢
餓

の
終
息
、
食
糧
安
全
保
障
お
よ
び
栄
養
改
善

を
実
現
、
持
続
的
農
業
の
促
進>

へ
の
貢

献
を
目
指
し
た
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。
こ

の
目
標
達
成
に
は
２
億
人
余
り
の
栄
養
不
足

人
口
を
抱
え
る
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
地
域

（
Ｓ
Ｓ
Ａ
）
の
食
料
不
足
問
題
解
決
が
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
そ
の

解
決
に
欠
か
せ
な
い
「
イ
ネ
増
産
」、「
地
域

作
物
の
活
用
」
お
よ
び
「
耕
畜
連
携
」
の
３

つ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
イ
ネ
増
産
」
で
は
、
肥
料
の
吸
収
利
用

効
率
等
が
改
良
さ
れ
た
育
種
素
材
、
圃
場
の

養
分
特
性
の
簡
易
評
価
法
お
よ
び
そ
の
特
性

に
対
応
す
る
肥
培
管
理
技
術
を
開
発
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
栽
培
体

系
を
ア
フ
リ
カ
で
検
証
し
ま
す
。
ま
た
、
灌

漑
稲
作
の
水
を
効
率
良
く
、
効
果
的
に
得
る

た
め
の
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
作
物

選
択
や
イ
ネ
増
産
等
、
開
発
技
術
の
導
入
が

地
域
に
及
ぼ
す
影
響
と
導
入
の
条
件
を
評
価

し
ま
す
（
図
２
）。「
地
域
作
物
の
活
用
」
で

は
、
こ
の
地
域
の
伝
統
作
物
と
し
て
欠
か
せ

な
い
サ
サ
ゲ
と
ヤ
ム
を
対
象
に
、
両
作
物
の

農
業
／
品
質
に
係
る
情
報
の
蓄
積
と
評
価
技

術
の
開
発
を
行
い
、 

国
際
機
関
お
よ
び
各
国

の
育
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
活
用
で
き
る
形
で
提

供
し
ま
す
（
図
３
）。「
耕
畜
連
携
」
で
は
、

熱
帯
サ
バ
ン
ナ
気
候
に
お
け
る
酪
農
の
振
興

に
向
け
て
、
農
業
生
産
や
食
品
加
工
で
生
じ

る
副
産
物
の
家
畜
飼
料
化
、
家
畜
の
糞
尿
等

の
農
業
利
用
と
農
家
に
よ
る
飼
料
生
産
を
促

進
し
、
年
間
を
通
じ
て
効
率
的
・
効
果
的
な

耕
畜
連
携
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
（
図
４
）。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
と
国

内
・
国
際
試
験
研
究
機
関
お
よ
び
関
係
諸
国

の
研
究
者
・
普
及
員
と
の
国
際
共
同
研
究
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
生
ま
れ
て
来
る
成
果

が
地
域
環
境
に
適
応
し
た
作
物
品
種
の
開
発

や
効
率
的
な
資
源
・
土
地
利
用
に
つ
な
が
り
、

Ｓ
Ｓ
Ａ
の
食
料
生
産
・
供
給
の
安
定
化
や
食

の
多
様
化
を
通
じ
て
、
こ
の
地
域
の
農
家
と

消
費
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
願
い
で
す
。

図２　増産が求められるイネ（ガーナ）

図３　�地域の人々の食生活を支えるササゲ 
（左、ナイジェリア）とヤム（右、ガーナ）

図４　人々の栄養改善への貢献が期待される酪農（モザンビーク）
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２
．�

不
良
環
境
耐
性
作
物
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

低
肥
沃
土
や
乾
燥
等
の
不
良
な
環
境
条
件

下
の
農
地
が
多
く
、
気
候
変
動
に
対
し
て
も

脆
弱
な
開
発
途
上
地
域
の
農
作
物
の
安
定
か

つ
持
続
的
な
生
産
を
目
指
し
て
、本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
干
ば
つ
、
塩
害
、
不
良
土
壌
等
の

環
境
ス
ト
レ
ス
に
適
応
可
能
な
高
生
産
性
作

物
を
開
発
す
る
た
め
の
先
導
的
な
育
種
素
材

を
開
発
し
ま
す
。
イ
ネ
に
つ
い
て
は
、
高
温

耐
性
、
乾
燥
耐
性
、
リ
ン
酸
欠
乏
耐
性
、
高

窒
素
利
用
効
率
等
の
育
種
素
材
を
開
発
し
ま

す（
図
５
）。
ダ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、乾
燥
耐
性
、

耐
塩
性
等
の
育
種
素
材
を
開
発
し
ま
す
。
ま

た
、
先
導
的
な
育
種
素
材
等
の
開
発
を
支
え

る
基
盤
技
術
と
し
て
、
イ
ネ
の
系
統
早
期
固

定
化
技
術
、
非
遺
伝
子
組
換
え
（
Ｇ
Ｍ
）
作

物
作
出
技
術
や
圃
場
環
境
を
温
室
で
再
現
し

た
作
物
生
育
評
価
技
術
等
を
開
発
し
ま
す
。

３
．�

高
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
作
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
農
業
生
産
が
不

安
定
な
不
良
環
境
地
域
に
お
い
て
高
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
産
す
る
こ
と
が
で

き
る
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
持
続
的
栽
培
技
術
や

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
技
術
の
開
発
を
通
じ
、
多

用
途
型
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
近

縁
遺
伝
資
源
で
不
良
環
境
耐
性
に
優
れ
た
エ

リ
ア
ン
サ
ス
（
図
６
）
の
利
用
拡
大
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
エ
リ
ア
ン

サ
ス
と
の
属
間
雑
種
の
戻
し
交
雑
集
団
を
作

出
し
、
属
間
雑
種
を
効
率
的
に
育
種
に
利
用

す
る
た
め
の
形
質
評
価
手
法
と
属
間
雑
種
選

抜
の
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
開
発
す
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
不
良
な
環
境
下
で
の
バ

イ
オ
マ
ス
生
産
性
が
優
れ
た
有
望
系
統
を
選

定
し
ま
す
。

 

４
．�

病
害
虫
防
除
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

東
南
ア
ジ
ア
で
多
発
し
我
が
国
へ
も
飛
来

す
る
イ
ネ
ウ
ン
カ
類
（
図
７
）
に
対
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
発
生
状
況
、
殺
虫
剤
抵

抗
性
、
イ
ネ
の
加
害
抵
抗
性
、
天
敵
等
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
大
群

で
移
動
し
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
サ
バ
ク

ト
ビ
バ
ッ
タ
で
は
、
野
外
観
察
を
通
じ
て
群

生
相
へ
の
変
異
を
引
き
起
こ
す
環
境
要
因
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。
タ
イ
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生

産
の
最
重
要
病
害
の
白
葉
病
で
は
、
媒
介
虫

の
生
態
に
基
づ
い
て
健
全
種
茎
生
産
を
可
能

に
す
る
総
合
防
除
栽
培
法
を
開
発
し
ま
す
。

　

広
域
に
伝
染
す
る
イ

ネ
い
も
ち
病
や
ダ
イ
ズ

さ
び
病
の
防
除
の
た
め

に
、
国
際
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
圃
場

抵
抗
性
遺
伝
子
の
導
入

や
、
抵
抗
性
遺
伝
子
の

集
積
の
手
法
で
抵
抗
性

系
統
・
品
種
を
開
発
し

ま
す
。

図７　イネに群がるトビイロウンカ

図６　東北タイで旺盛な生育を示すエリアンサス

図５　早朝開花性遺伝子を導入した高温不稔回避イネ系統
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中
長
期
目
標
の
重
点
事
項
に
掲
げ
ら
れ
た

「
政
府
方
針
に
即
し
た
開
発
途
上
地
域
に
お

け
る
研
究
開
発
」
の
中
の
「
地
域
資
源
等
の

活
用
と
高
付
加
価
値
化
技
術
の
開
発
」
に
対

応
す
る
た
め
、
高
付
加
価
値
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
地
域
で
は
経
済
成
長
に
伴
い
、
食

品
や
農
林
水
産
物
に
対
す
る
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
環
境
と
調
和
し
た
持
続
性
の
高
い
農

林
水
産
業
の
確
立
を
通
し
て
消
費
者
の
要
求

に
応
え
る
た
め
、
地
域
在
来
資
源
を
活
用
し

た
高
付
加
価
値
化
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
、

生
産
者
、
製
造
業
者
、
流
通
業
者
、
消
費
者

の
そ
れ
ぞ
れ
に
貢
献
す
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
、
対
象
と
す
る
地
域
資
源
や
食
料

資
源
、
高
付
加
価
値
化
の
た
め
の
技
術
的
方

策
、期
待
さ
れ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
、を
明
確
に
し
、

研
究
成
果
の
普
及
や
実
用
化
、
産
業
化
等
に

よ
る
社
会
実
装
を
念
頭
に
、
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
を
推
進
し
ま
す
（
図
１
）。

１
．�

フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

私
た
ち
は
、
世
界
中
で
生
産
さ
れ
て
い
る

農
作
物
や
そ
の
加
工
品
を
食
品
と
し
て
口
に

し
て
い
ま
す
。
開
発
途
上
地
域
に
お
い
て
も
、

程
度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
地
域
で
生

産
・
加
工
さ
れ
た
食
品
が
流
通
し
て
い
ま
す
。

食
品
に
関
わ
る
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
流
れ

に
は
多
く
の
人
々
が
関
係
し
て
い
ま
す
が
、

お
互
い
が
自
分
た
ち
の
利
益
の
た
め
だ
け
に

活
動
し
た
の
で
は
、
こ
う
し
た
流
れ
を
円
滑

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｊ

Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
こ
れ
ま
で
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、

中
国
等
の
機
関
と
共
同
で
、
農
業
生
産
や
食

品
加
工
、
地
域
間
の
流
通
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
長
年
に
わ
た

り
培
っ
て
き
た
共
同
研
究
の
成
果
を
発
展
さ

せ
る
形
で
、
生
産
か
ら
消
費
の
流
れ
を
円
滑

化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
途
上
地
域

の
生
産
者
や
食
品
加
工
者
に
対
す
る
経
済
的

発
展
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
都
市
部
を
含
め

た
消
費
者
に
対
し
て
品
質
が
良
く
安
心
で
き

る
高
付
加
価
値
食
品
を
提
供
す
る
「
フ
ー
ド

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」
形
成
に
必
要
な
研
究

を
開
始
し
ま
し
た
。

地
域
在
来
資
源
の
活
用
を
目
指
し
て�

　
　
　
　
　
　
　

～
高
付
加
価
値
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
高
付
加
価
値
化
）　
　
山
本
　
由
紀
代
　
　

図１　高付加価値化プログラムの概要

地域資源の
探索・評価

高付加価値化
技術の開発

アウトカム

フードバリューチェーン（FVC)

農山村資源活用

価値化林業

熱帯水産資源

アジアバイオマス

地域食材（野菜・雑穀等）
伝統食品、発酵食品

食生活の多様化
国際的/地域的なFVC

機能性等の評価手法
流通保全・利用加工技術
FVCの構築手法

オイルパーム廃棄木
キャッサバ残渣等

糖化技術

パームの熟成・発酵技術

温暖化や環境負荷の軽減
資源循環型社会

水稲、陸稲、果樹、
淡水魚、NTFPs

資源の効率的利用技術
生産技術

生計向上
持続的な農村開発

チーク
フタバガキ

植栽技術
育林技術

林業の活性化
森林資源の保全

二枚貝、エビ、
ミルクフィッシュ

複合養殖技術
種苗生産技術

水産業の活性化
水産資源の保全
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ア
ジ
ア
の
国
々
に
は
、
現
地
の
市
場
で
は

一
般
的
で
も
、
世
界
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
食
材
・
食
品
や
食
品
加
工
技
術
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
中
に
は
、
高
い
価
値
を
生
み

出
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
ま
す（
図

２
、
図
３
）。
ま
た
、
主
要
な
穀
物
等
で
あ
っ

て
も
、
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
良

く
判
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
必
ず
し

も
消
費
者
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映

し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
以
下
の
研
究
を

行
い
ま
す
。
第
１
に
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
中

国
等
に
存
在
す
る
低
利
用
資
源
、
雑
穀
、
発

酵
食
品
等
に
焦
点
を
当
て
、
品
質
や
機
能
性

成
分
等
が
不
明
確
な
食
料
資
源
に
つ
い
て
、

科
学
的
に
正
し
く
品
質
や
価
値
を
評
価
で
き

る
手
法
を
開
発
し
ま
す
。
第
２
に
、
伝
統
的

な
穀
物
加
工
食
品
、
発
酵
食
品
の
生
産
過
程

に
お
い
て
機
能
性
や
品
質
を
高
め
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、
高
品
質
の
食
品
を
安

定
的
に
生
産
で
き
る
利
用
加
工
技
術
を
開
発

し
ま
す
。
第
３
に
、
様
々
な
経
済
発
展
段
階

の
地
域
が
存
在
す
る
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
コ

メ
、
発
酵
食
品
等
を
対
象
に
、
流
通
、
消
費
、

嗜
好
等
の
特
徴
を
分
析
し
、
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
形
成
に
有
効
な
戦
略
や
手
段
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。
第
４
に
、
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
か
を

測
る
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
提
案
と
検
証
を

行
う
と
と
も
に
、
近
年
、
開
発
途
上
地
域
に

お
い
て
も
活
用
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
用
い

て
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
形
成
に
役
立
つ

手
法
を
開
発
し
ま
す
。

２
．
ア
ジ
ア
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
急
速
な
経
済
的
発
展

及
び
人
口
増
加
を
続
け
て
お
り
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
環
境
問
題
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
で

こ
れ
ら
の
国
々
は
熱
帯
地
域
に
位
置
し
、
年

間
を
通
じ
て
バ
イ
オ
マ
ス
を
生
産
で
き
る
資

源
大
国
で
す
。
こ
れ
ら
の
国
々
と
共
に
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
を
活
用
す
る
た
め
の
研
究
や
技

術
開
発
を
進
め
る
こ
と
は
、我
が
国
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
や
ア
ジ
ア
地
域
の
環

境
保
全
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
う
え
で
、
き

わ
め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
い
え
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
賦
存
す
る
オ
イ
ル

パ
ー
ム
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
等
の

非
食
用
部
や
未
利
用
部
分
で
あ
る
茎
葉
幹
な

ど
リ
グ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
部
分
を
効
率
的
に
糖

質
へ
変
換
す
る
技
術
を
開
発
し
、
そ
の
糖
質

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
生
分
解
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
へ
変
換
す
る
技
術
の
実
用
化
を
目
指

し
ま
す
（
図
４
）。
得
ら
れ
た
研
究
成
果
は
、

東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
循
環
型
社
会
の

構
築
や
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
高
付
加
価
値
化

に
貢
献
す
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

３
．
農
山
村
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
内
陸
部
の
多
く
の
地

域
で
は
、
零
細
農
家
に
よ
る
小
規
模
農
業
が

主
な
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
山
あ
い
の
農
地
で

コ
メ
や
野
菜
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
地
域
で
は
、
人
口
増
加
や
水
不
足
、
不

適
切
な
土
地
利
用
に
よ
り
作
物
の
生
産
性
が

悪
化
し
、
農
民
の
生
活
は
豊
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
ラ
オ
ス
で
は
、
地
方
農
村
で
の
高
い

貧
困
率
と
栄
養
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

持
続
的
な
農
業
に
よ
る
食
料
安
定
供
給
の
確

保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
あ

い
の
農
業
に
は
多
く
の
要
素
が
相
互
に
関
連
し

て
お
り
、
土
・
水
条
件
を
改
良
す
る
だ
け
で
な

く
、
住
民
の
嗜
好
や
市
場
で
の
流
通
性
も
考
慮

し
な
が
ら
、
生
産
性
の
向
上
や
生
産
物
の
多
様

化
、付
加
価
値
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ラ
オ
ス
を
対
象
に
、

米
（
陸
稲
・
水
稲
）
を
中
心
と
し
た
作
物
生
産

性
の
向
上
や
、
林
地
産
品
の
持
続
的
活
用
に
取

り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
付
加
価
値
の
高
い
果
樹

や
養
魚
等
の
導
入
に
よ
り
生
産
物
を
多
様
化

し
、
栄
養
的
、
市
場
的
付
加
価
値
化
を
図
る

図４　�好熱嫌気性微生物によるセルロース
の直接糖化

図３　�ラオスの市場で野菜と並んで売られ
るパデック（淡水魚発酵食品）

図２　�タイ・バンコクの市場で売られる
カノムチン（コメ発酵麺）
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た
め
の
加
工
技
術
の
開
発
を
行
い
ま
す
。
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
中
山
間
農
村
域
の
総
合

的
な
生
活
改
善
・
生
計
向
上
を
目
指
し
ま
す

（
図
５
）。

４
．
価
値
化
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

熱
帯
林
は
木
材
や
燃
料
、
食
料
や
薬
な
ど

を
生
ん
で
地
域
の
農
山
村
住
民
の
生
活
を
支

え
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
天
然
生
の
熱
帯
林
は

急
速
に
減
少
・
劣
化
し
、
有
用
樹
種
資

源
は
枯
渇
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
木
材
な
ど
へ
の
需
要
を
満
た
す
た

め
に
価
値
の
高
い
郷
土
樹
種
の
人
工
林

が
育
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
６
）。
こ

の
よ
う
な
人
工
林
が
農
山
村
住
民
に
広

く
普
及
す
れ
ば
、
生
計
を
向
上
し
つ
つ

残
さ
れ
た
天
然
生
の
熱
帯
林
と
の
共
存

も
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

人
工
林
か
ら
質
的
に
も
量
的
に
も
よ
り
価
値

の
高
い
商
品
を
よ
り
効
率
的
に
生
産
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
有

用
樹
種
生
産
の
適
地
拡
大
と
高
付
加
価
値
化

を
図
る
人
工
林
育
成
技
術
、
適
切
な

資
源
管
理
の
た
め
の
人
工
林
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
技
術
、
そ
し
て
遺
伝
資
源

の
高
度
利
用
に
よ
り
同
じ
樹
種
で
も

よ
り
高
い
価
値
を
生
む
系
統
を
選

抜
す
る
技
術
を
開
発
し
、
こ
れ
ら
の

技
術
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

５
．�

熱
帯
水
産
資
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

近
年
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
急

速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
水
産
業
、
と
り
わ
け
養
殖
業

に
お
い
て
も
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

に
お
け
る
進
展
は
著
し
く
、
例
え

ば
エ
ビ
養
殖
で
は
、
世
界
の
生
産

量
の
40
︱
50
％
を
東
南
ア
ジ
ア
が
占
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
養
殖
場
の
造
成

に
よ
る
環
境
破
壊
や
養
殖
場
で
の
病
害
の
頻

発
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
工
業
廃
水
や
生
活
廃
水
が
川
か

ら
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
り
、
海
の
水
質
が
悪

化
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
自
然
の
生
産
力
を
活
か

し
た
環
境
に
優
し
い
養
殖
技
術
や
、
複
数
種

を
同
時
に
飼
育
す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
保
全

と
収
益
性
向
上
を
両
立
す
る
養
殖
技
術
等
の

開
発
を
行
い
ま
す
（
図
７
）。
魚
粉
を
他
の

原
料
に
置
き
換
え
た
養
殖
用
飼
料
の
開
発

や
、
内
陸
国
の
環
境
に
適
し
た
持
続
的
な
養

殖
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
現
地
住
民
の

生
活
水
準
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
我
が
国

へ
の
安
全
・
安
心
・
高
品
質
な
水
産
物
の
安

定
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

図５　� 農産物等の高付加価値化による農村の生計向上

図６　15 年生のチーク人工林（タイ）

図 7　複数種の同時養殖試験施設（フィリピン）

14JIRCAS NEWS　2016.11 No.7915 JIRCAS NEWS　2016.11 No.79

特 集 第4期中長期計画の研究特 集 第4期中長期計画の研究

JIRCAS_NEWS_2016_11_jp.indd   15 2016/10/24   16:47:39



◇2016年11月発行
◇編集：国際農林水産業研究センター　情報広報室
　　　　担当：辰巳　英三・齋藤　昌義
◇発行：国立研究開発法人国際農林水産業研究センター
　　　　〒305-8686　茨城県つくば市大わし1-1
　　　　TEL 029-838-6313  FAX  029-838-6316
　　　　https://www.jircas.go.jp/index.sjis.html https://www.jircas.go.jp/

JIRCAS NEWS
No.79

〇�第 5 回 G20 主席農業研究者会議（G20 Meeting of Agricultural Chief Scientists, 
G20 MACS）に参加しました。

　JIRCAS は、G20 各国及び国際研究機関の主席農業研究者が集まり、世界における農業研究の優先事項や各国と国際研究機関の連携強化を目的
とした G20 主席農業研究者会議（G20 MACS）に、第 1 回 2012 年のメキシコでの開催から参加しています。
　第 5 回となる G20 主席農業研究者会議は、2016 年の G20 ホスト国である中国の主催で 2016 年
5 月 30 日（月）～ 31 日（火）の日程で、西安で開催されました。
　岩永勝理事長は、本会議において、国際的枠組みと国内研究勢力の連携の成功事例として、CGIAR の
主導するコメの世界的プロジェクト GRiSP への JIRCAS のナショナルセンターとしての機能の発揮に
よる連携の成果について、発表しました。
　会議には、G20 各国の主席農業研究者の他、国際研究機関等から、96 名が参加し、日本からは、農
林水産技術会議事務局井上龍子研究総務官を始めとする 6 名が参加しました。議場では、参加各国との
幅広い意見交換が行われ、G20 主席農業研究者会議コミュニケが取りまとめられ、G20 農業大臣会合
へ付託されました。

〇 �G7 茨城・つくば科学技術大臣会合「特別展」に出展しました。
　つくば市国際会議場で開催された「G7 茨城・つくば科学技術大臣会合」（5 月 15 ～ 17 日）の関連
イベント「特別展」に、JIRCAS の研究活動を紹介するポスター等を出展しました。
　15 ～ 17 日は科学技術大臣会合関係者および同会合の記念シンポジウムへの参加者が来場し、18 ～
21 日には一般公開されました。
　科学技術大臣会合に参加する大臣関係者、記念シンポジウムに参加される皆様および一般の皆様に
JIRCAS の研究活動を知っていただく良い機会となりました。

〇 �JIRCAS は「植物・動物学」分野で国内第 6 位－米国トムソン・ロイター社の高被
引用論文数集計による日本の研究機関ランキング－

　世界的な情報サービス企業であるトムソン・ロイター社（本社：米国ニューヨーク、日本オフィス：東京都港区）は、高被引用論文の数による日
本国内の研究機関のランキングを発表しました。同分析は、後続の研究に大きな影響を与えている論文（＝高被引用論文）の数から、世界の中で日
本が大きなインパクトを与えている分野と、その分野において国内で特に影響力の高い論文を発表している研究機関を把握しようという試みです。
　上記の分析は、ESI ( 高被引用文献、Essential Science Indicators) というデータベースに基づいており、ESI では科学全体を大きく 22 の研
究分野に分類しています。今回の分析で JIRCAS は、「植物・動物学」分野において昨年に引き続いて国内第 6 位にランキングされました。この
ことは、同分野において JIRCAS が、多くの国内研究機関の中でも世界的にインパクトの大きな最先端の研究を行っている機関であることを示す
証左と言えます。

〇 �JIRCAS の藤田泰成主任研究員、圓山恭之進主任研究員にトムソン・ロイター社の
高被引用論文著者の証書が 2 年連続で授与されました

　JIRCAS の生物資源・利用領域の藤田泰成主任研究員と圓山恭之進主任研究員は、2016 年 1 月、ト
ムソン・ロイター社の高被引用論文著者（「植物・動物学」分野）に選定されていましたが、この度、同
社より証書が授与されました。
　高被引用論文著者は、各研究分野において高被引用論文（トップ 1% 論文）を一定数以上発表している
研究者をリストアップし称えるもので、今回は、全世界から約 3,000 名の科学者が選出されました。
　藤田主任研究員、圓山主任研究員は、植物の不良環境耐性に関わる分子生物学的な研究を介して、不
良環境耐性作物の開発につなげることを目指しており、環境ストレス関係の様々な研究論文に引用され
ています。

＊ �JIRCASメールマガジンでは、JIRCASの様々な情報をお知らせしております。下記URLで、JIRCASホームページ
のメルマガを確認することができます。https://www.jircas.go.jp/koho/mailmaga_index.html

　受信環境を確認の上、メールマガジンに登録お願いします。

発表する岩永理事長

大臣会合出席者に JIRCAS の
研究活動を紹介

左から圓山主任研究員、岩永理事長、
　　　藤田主任研究員

JIRCAS_NEWS_2016_11_jp.indd   16 2016/10/24   16:47:41


